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要約 

 平成16年に設置された関西福祉科学大学EAP研究所は設立12年を迎える。その間、あけぼの会

メンタルヘルスセンターからナカトミファティーグケアクリニックへと連携クリニックの移動な

どを経て、現在もインターンシップや大学院生の実習の場として活用されている。一方で研究所

という名の通り、大学院生や教員の研究実践を通しての発信も重要な役割の1つである。本稿では、

これまでのEAP研究所の教育及び研究を振り返り、今後どのように活用すべきかについて述べる。 
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Ⅰ．はじめに 

 玉手山学園関西福祉科学大学EAP研究所

（以下、EAP研究所と略）は平成16年4月に

「あけぼの会」と共同で立ち上げられた我が

国初のEAP研究所である。EAP研究所は、初

めての学園敷地外の玉手山学園の付置施設と

して、学園外の社会的貢献をしつつ、学園の

発展に寄与することが期待されてきた（柳井, 
2004）。EAP研究所は、心の健康対応を主と

して企業勤労者を対象として「職域管理者お

よび関係者に対する心身の健康に関する教育

訓練および研修」を業務としている。平成18
年からは年1回「こころと健康と経営フォー

ラム」が開催され、その他、事業場内メンタ

ルヘルス推進担当者の養成講座の開催、少人

数専門家によるクローズドの事例検討会、復

職支援プログラム「SPICE」を実施している。

平成27年度からは連携医療機関がナカトミ

ファティーグクリニックに変更したが、これ

らの当初目的を十二分に達成している。 
 また、忘れてはならないのは、EAP研究所

が学部学生・大学院生の教育の場として活用

されていることである。EAP研究所では、平

成18年度から関西福祉科学大学大学院社会

福祉学研究科臨床心理学専攻（以下、臨床心

理系と略）の大学院生が産業領域における心

理臨床の場として実習を行っている。平成18
年度1名、19年度1名、20年度1名、21年度2
名、22年度3名、23年度2名、24年度2名、25
年度3名、26年度3名、27年度2名、合計20名
の大学院生が実習を行った。平成28年度は3
名の大学院生が実習を行った。また、平成26
年度からは関西福祉科学大学健康福祉学部健

康科学科（以下、健康科学科と略）の学部学

生のインターンシップ生の受け入れが開始さ

れ、初年度2名、平成27年度3名、平成28年度

3名の学部3年生がインターンシップを実施
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した。このようにEAP研究所の教育の場とし

ての活用は近年拡大している。 
 一方でEAP“研究所”との名の通り、大学

院生や教員の研究実践を通しての発信も重要

な役割の一つとなってきている。大学院生や

研究所所員（関西福祉科学大学教員兼任）に

よる関西福祉科学大学EAP研究所紀要（以下、

EAP紀要と略）による論文・報告による情報

発信などもむろん重要な研究成果である。ナ

カトミファティーグケアクリニックは、スト

レスや疲労、睡眠の客観的評価体制や血液検

査体制等が整備されており（中富, 2015）、今

後は連携することでSPICEの客観的効果検

証等、新しい成果を発信できる可能性がある。

本稿では、EAP研究所の教育の場としての効

果検証を大学院生・学部学生の実習報告のテ

キスト・マイニング手法による分析結果から

明らかにするとともに、研究の今後の展開に

ついての試案を述べることとする。 

Ⅱ．大学院生・学部学生の実習報告の

質的分析 

 テキスト・マイニング法は、コンピュータに

よってデータの中から自動的に言葉を取出し、

さまざまな統計的手法を用いた探索的な分析

を行うもので（樋口, 2014）、質的データの中で

も特に文章型のデータを分析することができ、

近年インターンシップや様々な実習報告など

の内容分析に使用されている（向井, 2014, 片
瀬, 2015）。臨床心理実習の評価指標を作成する

目的で本分析を用いた報告が認められるが（古

田, 2016）。EAP研究所での実習のような産業

領域での臨床心理実習は全国でも珍しく、今後、

臨床心理関連の資格に伴う産業領域での実習

評価や実習指導に役立つ可能性がある。 
 
１ 方法 

 平成18年度から平成27年度までのEAP紀

要に掲載された大学院生の実習報告及び平成

27年度の学部3年生の実習（インターンシッ

プ）報告を題材とした。これらの著者権があ

るEAP紀要から分析の許可を得た。EAP紀要

に掲載された実習報告それぞれをKHcoder
（樋口, 2014）を用いてテキスト・マイニン

グを行った。分析対象から、固有名詞、組織

名、人名、地名、ナイ形容、副詞可能動詞、

平仮名のみの副詞、名詞、動詞、形容詞、及

び一文字名詞、否定助動詞、形容詞（自立）

を除いた。また、A、B、M、方々、話、お話、

具体、関西福祉科学大学、様子、筆者、ティ

ー、フル、ボディ、様々、メンタルヘルスセ

ンター、ヘルス、ヘルスセンター、大学、自

分は強制的に使用しない語とし、逆にマイン

ドフルネス、ティータイム、ボディワーク、

EAP研究所、産業領域、メンタルヘルスは強

制的に出現する語として指定した。頻出語句

の分析、階層クラスター分析では、大学院生・

学部学生双方の報告書を一緒に分析し、その

後の共起ネットワーク分析では大学院生・学

部学生それぞれの関連語を分析した。これら

の分析も全てKHcoder（樋口2014）を用いて

実施した。 
 
２ 実習の形態 

 EAP研究所での臨床実習の位置づけは、臨

床心理士になるための臨床心理系の学生が行

う臨床実習であり、人数としては例年1-3人が

通例で、数は少ないものの90時間以上の実習

を通して、職場復帰を目指す社会人の対応や

EAP活動のプロセスを学び、将来の臨床活動

に役立つスキルを高めるものである（大野, 
2007）。臨床心理士の中で、働く人たちの職

場復帰や職場での健康活動の普及にかかわる

者は、病院臨床や学校臨床におけるよりも少

なく（大野, 2007）、産業臨床について学べる

場も日本にはあまり多いとはいえない。しか

し、現在の日本の労働環境は連日新聞をにぎ

わす過重労働や、過労自殺等のニュースに代
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表されるように良好とは言い難い。こういっ

た時代に産業臨床現場での臨床心理士の養成

は、社会的ニーズが高いものと考えられる。 
 一方、EAP研究所でのインターンシップの

位置づけは、上記とは大きく異なり、学科で

の学びを深めるためと社会体験を主としてい

る（福田, 2017）。こちらも人数としては3－4
人であるが、期間は5日間と短く、臨床実習

ではなく、プログラムの体験や観察といった

ことが主となる。 
 
３ 結果 

 大学院生は合計20名、学部学生は3名の報

告書の分析を行った。記述統計の結果、958
種類の語が分析対象となり、平均出現回数は

6.20回（標準偏差15.94）であった。1回だけ

しか出現していない単語が409種類あり、全

体の42.7％を占めた。表1に頻出150語を示す。

EAP研究所の実習報告で出現頻度が高い語

には「参加」「実習」「プログラム」「学ぶ」「支

援」「復職」「心理」などがある。これは実習

に参加し、復職支援プログラムで学ぶという

意味だと考えられる。 
 
 ⑴ クラスター分析 

 実習に特異的な語の抽出のため、出現頻度

が20回以上の抽出後59語について階層的ク

ラスター分析（Ward法）を行ったところ8つ
のクラスターを得た（表1）。以下〈 〉はク

ラスター名、「 」は抽出語とする。 
 クラスター１は、「行う」「SPICE」「支援」

「プログラム」「復職」「感じる」「実習」「参

加」「学ぶ」といった抽出後から構成されてい

た。これらは、復職支援プログラムSPICEも

しくは、実習そのものにして参加するといっ

た内容であったのでクラスター１を〈実習参

加〉と名付けた。 
 クラスター２は「作業」「能力」「改善」「う

つ病」「休職」「報告」「貴重」「体験」「陪席」

といった抽出語から構成されていた。これら

は休職者が復職支援プログラムによって、作

業能力を改善する経緯を観察するといった内

容であったので、クラスター2を〈復職支援

プログラムによる学び〉と名付けた。 
 クラスター３は「臨床」「産業領域」「機会」

「心理」「得る」「メンタルヘルス」「関係」「職

場」「復帰」といった抽出語から構成されてい

た。これは、産業領域における心理臨床に係

る内容であったのでクラスター３を「産業領

域臨床」と名付けた。 
 クラスター４は「療法」「行動」「生活」「ア

サーション」「トレーニング」といった抽出語

から構成されていた。復職支援プログラムで

参加者が体験する具体的な内容のうちアサー

ショントレーニングと生活行動トレーニング

を表わす語であることから、クラスター４を

〈プログラム内容-アサーション及び生活行

動トレーニング〉と名付けた。これは、次の

クラスター５にも同様の異なった種類のプロ

グラム内容が出てくるので区別するためであ

る。 
 クラスター５は「変化」「体調」「朝礼」「メ

ンバー」「グループ」「ミーティング」といっ

た抽出語から構成されていた。クラスター４

と同様に復職支援プログラムで参加者が体験

する具体的な内容を表わしたが、主に朝礼時

のメンバー（参加者のこと）の変化の観察、

参加者のグループミーティングに関連する語

であることから、クラスター５は〈プログラ

ム内容‐朝礼及びグループミーティング〉と

名付けた。 
 クラスター６は「EAP」「スタッフ」「カン

ファレンス」「検査」「実施」「利用」「内容」

「状態」「重要」といった抽出後から構成され

ていた。これは大学院生に多く出てきた実際

に心理検査を実施した経験とEAPスタッフ

のカンファレンスの実施に関連する語である

ので、クラスター６は〈産業領域臨床の実際〉
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と名付けた。 
 クラスター７は「勉強」「産業」「経験」「必

要」といった抽出語から構成されていた。こ

れは産業領域の臨床において必要なことが何

であるかが勉強になったという意味の語であ

るので、クラスター７は〈産業領域臨床での

学び〉と名付けた。 

 クラスター８は「援助」「理解」「実践」「活

動」「EAP研究所」「考える」「思い」「知る」

といった抽出後から構成されていた。これは

EAP研究所で実践している援助活動を理解

し、そこから学んだことなどを表わす語であ

るので、クラスター８は〈EAP研究所におけ

る学び〉と名付けた。 
 

表１．階層クラスター分析 

クラスター１ クラスター２ クラスター３ クラスター４ クラスター５ クラスター６ クラスター７ クラスター８ 

実習参加 復職支援プロ

グラムによる

学び 

産業領域臨床 プログラム内容

-アサーション

及び生活行動ト

レーニング 

プログラム内

容‐朝礼及び

グループミー

ティング 

産業領域臨床

の実際 

産業領域臨床

での学び 

EAP研究所にお

ける学び 

行う 作業 臨床 療法 変化 EAP 勉強 援助 

SPICE 能力 産業領域 行動 体調 スタッフ 産業 理解 

支援 改善 機会 生活 朝礼 カンファレンス 経験 実施 

プログラム うつ病 心理 アサーション メンバー 検査 必要 活動 

復職 休職 得る トレーニング グループ 実施  EAP研究所 

感じる 報告 メンタルヘルス  ミーティング 利用  考える 

実習 貴重 関係   内容  思い 

参加 体験 職場   状態  知る 

学ぶ 陪席 復帰   重要   

 
 
 ⑵ 共起ネットワーク分析 

 図1に大学院生・学部学生毎の共起ネット

ワーク分析の結果を示す。○の大きさは大き

い程、回数が多く、線は太い程関係性が強い

ことを示す。まず、大学院生・学部学生に共

通する語として、「SPICE」「学ぶ」「参加」「実

習」「プログラム」「復職」「行う」「体験」「貴

重」「支援」「考える」が現れた。これらは「実

習に参加し、SPICEといった復職支援プログ

ラムから学び、実際にプログラムのいくつか

を体験するという経験を貴重である」といっ

た内容の記述がなされていたことを示す。大
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学院生と学部学生と比べると学部学生の方が

様々な語との関連があるように一見すると見

えるが、これは学部学生の報告が3例しかな

いのに対し、大学院は20例あり、語が集約さ

れやすかったためだと考えられる。大学院生

では、「心理検査の実際の経験、臨床実施の場

への陪席が臨床経験として重要な機会を得

た。」と考えている。学部学生の報告は、どち

らかというとプログラムの中味と考えられる

「朝礼で体調変化を聞く」、「アサーショント

レーニング」「ミーティング」「生活行動変容

プログラム」「作業内容」といった語や「EAP
研究所での活動を実感」といった体験要素が

強い記述となっていた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．大学院生・学部学生毎の共起ネットワーク解析（20回以上の頻出後） 

学生：インターンシップの学部学生 

大学院生：心理臨床実習の大学院生 
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４ 考察 

 EAP研究所において心理臨床実習行った

大学院生、インターンシップを行った学部学

生それぞれの報告書のデータ・マイニング法

を用いた解析を実施した。その結果、総じて

学生においては「プログラム」に参加してい

るという意識が強く、大学院の場合は「主体

的に実習に参加している」といった傾向が見

られた。ただし今回の結果は、大半が大学院

生の臨床実習の報告を分析したものであり、

学部学生のインターンシップの効果も表わし

ているとは言えない可能性はある。 
 クラスター分析の結果、８つのクラスター

が抽出され、それらは、EAP研究所の実習で

何を学ぶことができるかを示していると考え

られた。まず、実習に参加すると復職支援プ

ログラムSPICEを体験・参加することになる。

次にそのプログラムによって参加者がどう変

わっていくかといった臨床の場に陪席するこ

とで、特に大学院生にとっては重要な臨床経

験となるといえる。また、これまで社会人経

験がない大学院生も多く、「産業領域の臨床」

といったものがどのようなものかつかめなか

った大学院生が「産業領域の臨床」に何が必

要か（臨床だけを行っていればいいという訳

ではないということ）を修得している様子が

見て取れる。また、心理検査を実施し、その

結果から読み取ることができることは、検査

の内容だけでは不十分で、参加者の様子を観

察するなど他の要素が非常に多いことも貴重

な経験となっている。 
 共起ネットワーク分析の結果から大学院生

にとっては貴重な「臨床経験」、学部学生にと

っては貴重な「支援の現場体験」となってい

ると考えられた。大学院生に関しては、大半

が現在のクリニックに移動する前の報告であ

り、クリニックの移動の影響がどう出るかは

未知数である。また、学部学生のインターン

シップは報告例が積み重なっていくものと考

えられるので、プログラムの体験報告だけで

はなく、そこから何を得たかについての報告

が増えていくような内容を検討する必要があ

る。しかしながら、4～5日間という短いイン

ターンシップ期間では内容の工夫が難しいよ

うにも考えられ、学部学生のインターンシッ

プの目的をどう設定するのか等についての事

前事後指導に重点をおくべきかもしれない。 
 今後は、本人同意等をとって日誌の分析や

指導内容等についても分析を進めることで、

EAP研究所の教育効果が更に明らかになる

可能性があると考えられた。 

Ⅲ. 研究発展の可能性 

 EAP研究所では現在、箱づくり法検査を用い

て復職支援プログラムに参加するうつ病患者

の作業遂行特性についての研究が実施されて

いる（巽, 2015）。その他、復職支援プログラム

SPICEでは、「認知行動療法プログラム」や「生

活習慣マネジメントプログラム」等が実施され

ている。一方、ナカトミファティーグケアクリ

ニックでは、開院時から、客観的疲労検査を実

施している（中富2015）。疲労検査として自律

神経機能や酸化ストレスの他、睡眠の評価も実

施している。これらの評価は、復職支援中の回

復度合いの評価や対象者の気づきに役立つこ

とが報告されている（中富2015）。これらの検

査を加えた研究体制を構築することは、EAP研
究所の研究成果の発信として新たな可能性を

与えると期待される。現在、連携し共同研究を

実施できる体制を構築中である。 
 復職支援の結果は、前後の解析をするにあ

たっても例えば対象者によって前後の期間が

異なる等、解析には検討すべき点が多々ある。

また、一口に復職支援対象者といっても、背

景疾患、年齢、職務歴、職種等、様々な背景

があり、個別性が重要視されるため客観評価

をどのように役立てていくのかといった課題

もある。これらの課題を克服し、国内外に成
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果を発信することが必要と考えられる。 

Ⅳ. まとめ 

 本稿では、EAP研究所の一般的に世間に知

られている「職域管理者および関係者に対す

る心身の健康に関する教育訓練および研修」

業務以外の側面に焦点をあてた。教育の場と

しての活用や研究成果の発信により、EAP研
究所のさらなる発展とともに、本施設が付置

されている玉手山学園関西福祉科学大学のプ

レゼンスを高めることに寄与可能であると考

えられる。 
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